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 ２０１４年物理チャレンジでは、「理論問題コンテスト」と「実験課題レポート」のある

第１チャレンジで約１００名を選抜し、２０１４年８月の夏休みに行われる第２チャレン

ジで「理論問題」「実験問題」を各５時間かけて問題に取り組むシステムで１１名が第４６

回国際物理オリンピックインド大会の日本代表候補者として選抜された。１１名を添削問

題で研修を継続しながら、昨年、１２月２２日から３泊４日の冬合宿研修を経て、チャレ

ンジ・ファイナルと呼ばれる２０１５年春合宿研修で理論問題と実験問題を２回ずつ実施

し、日本代表選手５名を選抜する予定である。 

物理チャレンジは、高校生・中学生を中心に２０歳未満で大学などの高等教育機関に入

学する前の生徒を対象とした全国規模の物理コンテストである。世界物理年・２００５年

を記念して第１回全国物理コンテスト「物理チャレンジ２００５」が開催されてから昨年

は１０年目を迎えた。「高校物理」を履修していなくても挑戦することができ、物理の楽し

さ・面白さに触れられるのが「物理チャレンジ」の魅力である。「物理チャレンジ」は、国

際物理オリンピック（IPhO）に派遣する日本代表選考を兼ねている。 物理チャレンジや

国際物理オリンピックを通じて多くの理科教員、高校生、中学生に物理を学ぶことの楽し

さと魅力を伝えることは、特定非営利活動法人 物理オリンピック日本委員会（JPhO）の

重要なミッションの一つである。  

国際物理オリンピック(IPhO)派遣委員会が設置され、さらに、２０１４年１２月の冬合

宿実験研修部会が応用物理学会、日本物理学会、日本物理教育学会の会員の方、研究所、

大学、高校の実験教育経験の先生方との連携とご協力を得て発足された。研修内容は、（１）

実験機器・装置の操作取り扱いやデータ処理（有効数値、相対誤差、直接測定と間接測定

のデータ処理など）（２）ボルダの振り子の実験研修（相対誤差などから単振り子への近似

可能性確認）（３）理工系大学の初年度物理学実験で実際にデータ処理・対数グラフ）（４）

IPhO実験装置利用したこれまで IPhO出題の実験問題取り組み（デンマーク，クロアチア，

エストニア）などである。 

（参考文献）「物理チャレンジ国際オリンピック・２０１３年度報告書」（出稿予定）；特定

非営利活動法人 物理オリンピック日本委員会（JPhO）編集＆出版 
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